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　長かった残暑がやっとゆるぎ、朝夕秋らしい風を感

じる季節になりました。

　新型コロナウイルス感染症も2類から5類に移行し、

社会活動も徐々に拡大されています。それに伴い院

内での基本的な感染対策に注意しながら利用者さま

の活動も日常に戻りつつあります。今回は、コロナ禍

で延期になっていたOTの中村まい香さんが海外研修

の体験を報告しています。学校や幼稚園など生活場

面でのOTの直接介入はとても印象に残ったようです。

その他、５類移行後の通園や通所・フェニックスでの

夏行事の紹介がされています。久しぶりに利用者さま

の明るい表情が印象的です。エリーゼ音楽企画のプロ

の方々による演奏会もとても素敵でした。それぞれ準

備いただいたスタッフの皆さまに感謝いたします。

　過酷な夏が一段落して、爽やかな秋の風に皆様リ

フレッシュされていることと存じます。いろいろな制

限が取り払われつつある日々、街の中に自然の中にで

かけましょう。今回の特集では2ヵ月間の海外研修に

参加された中村OTの手記が掲載されています。国の

違いからくる制度の違いを、4カ国を巡ることで肌で

感じてこられたことと思います。そして、翻って医療

と福祉の基本はどの国でも変わらないことを実感され

たようです。この貴重な経験をこれからの日々の臨床

に活かしていただきたいと思います。フェニックスの

音楽イベントは日頃は芸術に触れることが少ない利用

者様にはこの上のない企画でした。現場の雰囲気を私

も味わいたかったと心から思います。この夏にはそれ

以外にもたくさんの行事がおこなわれたようです。職

員の皆様がひとつになって行った行事はどれもが大切

な一夏の想い出となったことでしょう。SNSでの発信

も継続して頂きたいと思います。今年もあと残すとこ

ろわずかとなりました。自身の健康管理に留意しなが

ら引き続きがんばりましょう。

■特集に寄せて■特集に寄せて

船戸　正久

社会福祉法人　愛徳福祉会　理事長

■特集に寄せて

川端　秀彦

南大阪小児リハビリテーション病院　院長
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　10月15日（日）センター5階ホールで、エリーゼ音楽
企画様による音楽イベントが開催されました。今回、プ
ロのクオリティーの高いイベントに触れ、多くの人々が
何かしら心を揺さぶられたと思います。
　私たちが行っている行事や毎日の活動は、プロに比べ、
クオリティーの高さは劣るかもしれませんが、利用者様に
喜んでもらいたい、生活の豊かさを、生きている喜びを
味わってもらおうと、日々試行錯誤で取り組んでいます。

　今回の音楽イベントでは学びもたくさんありました。日々の活動や行事に取り入れ、利用者
様に小さな感動をいくつも提供できるよう頑張りたいと思います。
　このような機会を設けていただき、ありがとうございました。

フェニックス音楽イベントを開催しました！フェニックス音楽イベントを開催しました！

　4月24日～6月19日までの約2ヶ月間、中央競馬馬主社会福祉財団海外研修
に参加させて頂き、アメリカとフィンランド、デンマーク、イギリスを訪問さ
せて頂きました。この研修に参加したきっかけと、研修を経て感じたことな
どの一部分をこの場で共有させて頂きます。
　私はリハビリテーション部に所属し、様々なお子様やそのご家族様の支援
に携わらせて頂いています。その中で、お子様が所属する場所や関わる支援
者は数多く、他施設や他職種との連携や計画立案をどうすればよりそのお子
様やご家族様らしい支援計画になるのか、何か必要な仕組みがあるのだろう
かと考えることがありました。そんな時、海外ではOTやPTといったセラピス
トが学校などのお子様が実際に生活している場所に勤務していると知り、そ
の実際の様子を見てみたいと、この研修にチャレンジさせて頂くこととなりました。

　実際にOTが学校や幼稚園に勤務している様子を見させて頂いたのはアメリ
カとデンマークでした。アメリカの小学校では、教室にOTが出向き書字の練
習や椅子の選定などを教師と一緒に行っていました。デンマークの幼稚園で
はOTと保育士が3～4人の園児をグループとして、Interoceptionという概念に
基づいた自身の身体内部の感覚に気付きやすくなるためのアプローチに取り
組んでいる様子を見学しました。OTと保育士で一緒に支援することで保育場
面での応用もスムーズになり、実際にこの概念で介入した園児がトイレに行
きたい感覚に気付きやすくなり、自宅でもトイレに行きたいと保護者に伝えら
れるようになったと説明を受けました。

　このように生活場面でOTが直接介入できることはとても理想的な支援のよ
うに感じましたが、そもそもの法律や学校の予算など仕組みの違いに戸惑い
も感じました。そのような中、各国のOTや支援者達から共通して言われたの
は、現場での様々な職種との対話を大切にするということでした。また、対
話する余裕を生むための手段として業務の効率化（書類の簡素化、それぞれ
の職種の専門性を明確にして提示する）や休憩場所・時間の確保（休憩中は
一切業務に関わってはいけない、おやつを共に食べながらスタッフ同士休憩
する）などを提案してくださいました。このような経験から仕組みなどと堅い
言葉に拘らず、一緒に働く同僚や他施設の職員達との対話を改めて大切にし
ていきたいということと、自身の経験を他者に共有していけるようになって
いきたいということを感じました。
　最後にこの場を提供して頂いたことに深く感謝し、2ヶ月という長期間にわたり出張に送り出してくださったリハビリテ
ーション部、訪問看護ステーションめぐみをはじめ、全ての職員の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

療育部　4階フェニックス 渡邊　直美

第48・49回中央競馬馬主社会福祉財団海外研修に参加して第48・49回中央競馬馬主社会福祉財団海外研修に参加して
リハビリテーション部　作業療法士 中村　まい香

↑デンマーク　幼稚園のOT室

↑アメリカ　学校でのOTの様子

↑アメリカ　Teachers application week
（教員に感謝を伝える1週間。たくさんのオヤツ
が用意され、職員はオヤツを食べながら生徒に
ついて意見を交わしていた。）



　こんにちは。この度、管理栄養士の畑くんからリレーエッセイのバ
トンを受け取りました。摂食嚥下障害看護師の宮下と申します。私
は、2020年に認定看護師を取得しました。大先輩には、長きにわたり
センターの食を支えてくださっている牛尾さんがいらっしゃいます。
管理栄養士、認定看護師は小児科の片山先生、柏木先生、歯科の中村
先生、STと共に嚥下チームを組み活動しております。嚥下チームで
は、口腔機能、嚥下機能に障害をお持ちの方や食べる事が好きではな
い拒食、経管依存児といわれる方などを対象に、食形態、姿勢調整、
介助方法や感覚統合を目的とした遊び、食べ物に楽しく触れ合うクッ
キングなどの介入を行っています。
　認定看護師３年目の私は、毎日悪戦苦闘しながらも刺激的で楽しい日々をすごしています。みなさまもぜび、
嚥下外来、フォローアップ外来に見学にきて多くの人の食について触れてみてください。お待ちしております。

宮下　千紘宮下　千紘

看護部　
摂食嚥下障害看護認定看護師
看護部　
摂食嚥下障害看護認定看護師
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夏の行事紹介
　7月23日（日）サマーフェスティバルを開催しました。
ヨーヨーつりやくじ引きなど、ご家族で夏祭り気分を楽
しみました。また、たくさんの学生の方にボランティアで
参加いただきました。

　今年の夏祭りはマリオカートを
テーマに行いました。ゲームをクリアして色々なキャラク
ターに出会ってご満悦でした。

　恒例の夏祭りは
大好評！プール開放
では、今 年 初 の
ウォータースライ
ダーで、ご家族皆
さんで楽しんでい
ました。

　　　　　　　9月3日に夏祭りを行いました。
今年のテーマは「縁日」です。射的コーナー、魚
釣りコーナー、
匂いコーナー
などを体験し
てもらい、夏の
雰 囲 気 を 味
わって頂きま
した。

　夏祭りを開催
しました。35家
族が参加され楽
しいひと時とな
りました。
　手作りアイス
コーナーも好評
でした！

　沖縄風の祭りをテーマにして
夏祭りをしました。魚釣り等の縁日を用意し、皆
さんとエイサーを踊り楽しみました。

あさしお園

ゆうなぎ園

ふたば

4階フェニックス

なでしこ

3階フェニックス
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大阪発達総合療育センター

南大阪小児リハビリテーション病院（保険医療機関） 
フェニックス（医療型障がい児入所施設・療養介護事業・短期入所事業）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主として重症心身障がい児者
わかば（医療型障がい児入所施設・短期入所事業）主として肢体不自由児
ふたば（児童発達支援センター・保育所等訪問支援事業）主として肢体不自由児
いぶき（特定相談支援事業・障がい児相談支援事業）
なでしこ（生活介護事業・児童発達支援事業）

きらり（共同生活援助事業・短期入所事業）
　　　　TEL：06-7501-0328　FAX：06-7501-0330
ひなた（生活介護事業）
　　　　TEL：06-7501-0319　FAX：06-7501-0330
みらい（放課後等デイサービス事業）
　　　　TEL：06-7501-0282　FAX：06-7504-0212
　　　　〒546-0035　東住吉区山坂5-12-5

訪問看護ステーション　めぐみ（指定訪問看護事業）
　　　　TEL：06-6699-8855  FAX ：06-6699-8856 
ヘルパーステーション　めぐみ（指定訪問介護事業）
　　　　TEL：06-7506-9223  FAX ：06-6699-8856

〒546-0035　東住吉区山坂5-9-16

大阪発達総合療育センター　あさしお診療所（保険医療機関）  
あさしお園 (児童発達支援センター・保育所等訪問支援事業・障がい児相談支援事業）主として肢体不自由児
ゆうなぎ園 (児童発達支援センター・保育所等訪問支援事業・障がい児相談支援事業）主として難聴児

〒552-0004　港区夕凪2-5-3
TEL：06-6574-2521　FAX ：06-6574-2524

〒546-0035　東住吉区山坂5-11-21
TEL：06-6699-8731　FAX：06-6699-8134

10月2日に、令和6年4月入

職予定の新入職員8名が参加

し、内定式を5階ホールにて

執り行いました。

内定式内定式

感謝感謝感謝
一
般
寄
付
金

寄付者（敬称略）
（R5.7 ～ R5.9）（R5.7 ～ R5.9）

7月

9月

細川洋介
ダイセル労働組合本社支部
楽基金 1件

河本秀夫
楽基金 7件

本園
本園
本園

本園
本園

月

大阪発達総合療育センターへの御理解・御協力誠にありがとうございます大阪発達総合療育センターへの御理解・御協力誠にありがとうございます

寄
付
物
品

寄付者（敬称略） 物品名
浅田扇太朗
匿名
匿名
吉田清志
奥野杏子

匿名
匿名
寺尾仁志
匿名

匿名
匿名
加藤未来
匿名
今永亜希子
匿名
村岡直樹
匿名

本園
本園
本園
本園
本園

本園
本園
本園
本園

本園
本園
本園
本園
本園
本園
本園
本園

浮輪
水遊びパンツ
おもちゃ、タオル、電池
からくり時計、マグネット付ホワイトボード
衣服

ヨギボー
おもちゃ
ボール
おもちゃ

センサリーボトル
レゴブロック
書面台
パペット
SRC
おもちゃ
ハートフルチェア、プロンボード、SLB
レターセット、メモ、シール

7月

8月

9月

Instagram facebook


